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※
題
字
＝
星
野
元
豊
・
第
９
代
学
長

　

校
友
会
設
立
１
１
９
年
を
迎
え
る
２
０
１
８
年
度

は
、全
国
各
地
で
周
年
事
業
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。中
で

も
大
き
な
事
業
は
８
月
31
日
と
９
月
１
日
に
開
催
す
る

「
全
国
校
友
大
会
in
熊
本
」。

　

8
月
31
日（
金
）は
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
で「
龍

谷
大
学　

心
の
講
座
」（
参
加
費
無
料
）を
開
催
。細
川
護

煕
元
総
理
大
臣
夫
人
の
細
川
佳
代
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
名
誉
会
長
）を
ご

講
師
に
迎
え
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
」と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。同
日
夜
に
は
同
ホ
テ
ル
で
、九

州
各
支
部
か
ら
厳
選
さ
れ
た
銘
菓
、銘
酒
、フ
ル
ー
ツ
を

集
め
、「
龍
大
版　

九
州
物
産
展
」と
銘
打
っ
た
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。熊
本
に
ち
な
ん
だ
特
別
ゲ
ス
ト
の
出

演
も
交
渉
中
！　

　

翌
９
月
１
日（
土
）に
は
、市
内
の
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で

「
龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会（
仮
称
）」

を
開
催
。地
元
の
中
学
校
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
も
予
定
。龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
の
魅
力
を
、あ
ま

す
こ
と
な
く
堪
能
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
参
加
費　

全
国
校
友
大
会
交
流
会
…
女
性
校
友
と
20
代
の
校
友
は

２
千
円
。他
5
千
円
。（
大
学
生
以
下
無
料
）

龍
谷
大
学
吹
奏
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会（
仮
称
）

…
無
料

※
い
ず
れ
も
、要
事
前
申
込
み
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第
28
回
龍
谷
賞
贈
呈
式
・
龍
Ｒｏｎ
小
町

校
友
総
会
＆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ・デ
ー
開
催
・
ご
結
婚
お
め
で
と
う
・・
２
面

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・
経
営
者
登
場
・Who'sWho

・・
３
面

〈
特
集
〉校
友
会
支
部
を一挙
紹
介
！

　　　　　　　　　　　　　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
・
5
面

校
友
最
前
線
・
校
友
か
ら
の
便
り

学
部
同
窓
会
の
お
知
ら
せ
・
定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方
・・
６
面

各
支
部
の
お
知
ら
せ
・
サ
ー
ク
ル
OB
会
・
上
半
期
ス
ケ
ジュー
ル
・・
7
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
・・・・・
８
面

龍谷大学校友会HP→

 〈連絡先変更のお届けなど〉

全国校友大会 in 熊本

今年の夏は“熊本”で開催!
〜うまかもんなら九州ばい〜

2018年度
龍谷大学「心の講座」in京都

初めての試みであるグループ討議を開催

全国支部長会
約120名が熱い討議

士業・専門職グループ支部「龍志会」設立
　2017年12月13日に龍志会は、13の士業・専門職（※下記参照）が互いにそれぞれの垣
根を越えて連携する特色的な支部として誕生しました。龍谷大学校友会として55番目
の支部です。
　士業・専門職を取り巻く近年の社会環境の変化に伴い、今後の業務の高度化、細分
化が予想される中、次の時代に対応すべく連携協力し、知見の共有・研鑽に取り組み
ます。相談会、講演会、在学生へのキャリア支援等に取り組み、支部の活動を通じて
社会貢献や母校への発展にも繋げていきたいと考えています。また、設立にあたりご
尽力を賜った隣接職域支部である「職業会計人グループ（RAS）」「法曹支部」との今
後の連携を促進し、多様な事業展開を模索していきます。
　“龍”谷を卒業した絆を生かし、同じ“志”を共有する「龍志会」へのご支援と今後の活
動へのご参加をお待ちしております。ご入会希望者は龍志会事務局まで。

連絡先：090-3276-6102（担当 浅尾）

※ 13士業 ：技術士・行政書士・建築士・司法書士・社会保険労務士・ 測量士・宅地建物取引士
　中小企業診断士・土地家屋調査士・ファイナンシャルプランニング技能士・不動産鑑定士・弁理士
　マンション管理士　（50 音順）

春季特別展
「お釈迦さんワールド─ブッダになったひと─」
　今から約2500年前、インドで生まれ育った一人の若き思想家が、
この世の真理を悟りました。青年の名前はガウタマ・シッダールタ。
仏教の開祖である「お釈迦さん」その人です。

本展では、彼が実際に生きた紀元前５世紀頃のユーラシアの歴史
を示す出土品をはじめ、その生涯を伝える経典や美術品、さらには追
慕する儀礼に用いられる本尊など約130件を通して、この開祖に人間
としての姿を求め、超人化、伝説化されていく様子を紹介します。

人生の苦しみと真摯に向き合ったシッダールタという「人間」を思い
描きながら改めて仏教に触れることで、現代の多様な課題と向き合う
ヒントを得られることでしょう。

シリーズ展「仏教の思想と文化 ─インドから日本へ─」  2
2018年7月14日（土）～8月19日（日）

次回予告

※詳細は龍谷ミュージアム HP でご確認ください

◆会期：2018年4月21日(土) ～ 6月17日(日)
休館日＝月曜日〈ただし4月30日(月・振休)は開館〉

◆開館時間：10:00 ～ 17:00(入館は16:30まで)
◆入館料：一般1,200(1,000)円、高大生800(600)円、小中生400(300)円
　　　　 （　）内は前売り、20人以上の団体料金
◆主催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、京都新聞、日本経済新聞社
◆特別協力：浄土真宗本願寺派、本山 本願寺、手塚プロダクション
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
                   ＴＥＬ：075-351-2500　ＦＡＸ：075-351-2577  http：//museum.ryukoku.ac.jp/

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2019年3月24日（日）まで

（お一人様１回限り、
同伴者1名含め
無料でご入館いただけます） 切り取ってご使用ください

｢釈迦三尊像 ( 中尊 )｣
中国 元時代 (14 世紀 ) 京都・鹿王院蔵

会場：龍谷大学響都ホール 校友会館
※8月25日は龍谷大学深草キャンパス「顕真館」

（要事前申込み・参加費無料）
4月28日㈯
大野 玄妙 師（聖徳宗総本山法隆寺管長）
里中 満智子 氏（マンガ家）

5月24日㈭
池上 彰 氏（ジャーナリスト） 

7月16日
＜対談＞
村上 太胤 師（法相宗大本山薬師寺管主）
石井 竜也 氏（アーティスト）

8月25日㈯
狹川 普文 師（華厳宗管長・東大寺別当）
舞の海 秀平 氏（大相撲解説者）

…日程調整中…　
片岡 仁左衛門 丈（歌舞伎役者）

主催：龍谷大学校友会
龍谷大学校友会京都市支部
龍谷大学各学部同窓会

共催：読売新聞社

　32 回目を迎えた全国支部長会が、昨年の 11
月３日に、西本願寺の聞

も ん ぼ う

法会館で開催されまし
た。39（内、海外３）の地域支部と 11 の職域
支部から支部長らが参加し、約 120 名の校友が
一堂に会しま
した。
　開催にあた
り、村上会長
による「校友
会が様々な形
で活性化して
きている。各支部で活動をたゆみなく続けてく
ださるみなさまのお力に感謝しています。」と
の挨拶に続き、入澤崇学長より「さまざまな分
野で協力いただいている卒業生の存在が、大学
にとって大変励みになっている」と挨拶をいた
だきました。続いて藤原直仁副学長が大学の近
況をご報告くださいました。
　支部長会では、初めての試みとして地域ごと
に分かれての「グループ討議」が行われました。

「新規会員獲得について」をテーマに、中でも
若手会員・女性会員の支部活動への積極的な参
加をいかにして促すかについて、真剣な議論が

行 わ れ ま し
た。また、各
支部の垣根を
こえた相互協
力についてな
ど積極的な意
見が交わされ
ました。

〜各地域支部の周年事業など〜
◇阪神支部
日時：5月20日㈰14時～「龍谷大学　心の講座」
講師：公文名 眞 師
　　　（浄土真宗本願寺派高岡教区光照寺住職・宗会議員）  

李 相哲 氏（龍谷大学社会学部教授）
会場：コープこうべ生活文化センター 大ホール
◇大阪中央支部15周年
日時：5月26日㈯16時～「大交流会（仮称）」
会場：浄土真宗本願寺派津村別院 北御堂
◇広島県支部30周年
日時：6月9日㈯16時～「龍谷大学　心の講座」
講師：立部 祐道 師

（仁和寺第五十世門跡・真言宗御室派管長）
会場：浄土真宗本願寺派広島別院 共命ホール
◇山口県支部30周年
日時：7月7日㈯15時～「龍谷大学　心の講座」
講師：五木 寛之 氏
会場：浄土真宗本願寺派山口別院
17時～三世代＆異業種交流祝賀パーティ

（山口グランドホテル）
◇鹿児島県支部35周年
日時：9月2日㈰ 午後（予定）
事業名：鹿児島県支部設立35周年記念事業「記念
講演会＆龍谷大学吹奏楽部記念演奏会」（予定）
会場：浄土真宗本願寺派鹿児島別院

2018年2月現在の予定。
各事業の詳細は校友会HPにて随時お知らせします。

入澤学長のご挨拶

村上会長より基本方針と所信表明

詳
細
・
お
申
込
み
は
、校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

※やむを得ない事情により講師が変更されることが
   あります。
※各回の内容、申込みの開始日や申込み方法は
　校友会のホームページをご確認ください。

卒業生優先企画
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♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

   

氏
名　
　

       

卒
年     

式
月
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

申
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
に
て
、
必
ず
次
の
項
目

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付

は
挙
式
日
の
１
週
間
前
ま
で
。

●
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・

卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚

の
場
合
は
２
名
と
も
●
挙
式
日

時
・
会
場
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
会

場
住
所
・
会
場
電
話
番
号
●
会

報
に
掲
載
の
可
否

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打
ち
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

　

尾
方 

勝
彦 　
90 

経
済  

10-

22

♠
岡
﨑 

貴
野 　
14 

経
営  

10-

29

♥
小
島 

香
穂 　
15 

文    

　

松
田 

靖
之 　
15 

経
営  

11-

３

　

齊
藤 

未
咲 　
13 

経
営  

11-

３

　

髙
橋 

智
浩 　
08 

法     

11-

４

第３回総会 瀬田キャンパスで開催広島県支部
「オペラ座の怪人」鑑賞

愛知県支部
バスで滋賀へ

東京支部
仕事やプライベートで
お願い美人になろう！
～自然薯料理で体の中も～

龍谷大学校友会女子会『龍Ron小町』
ロ ン  ロ ン

今回は、第３回総会と各支部の「龍 Ron 小町」の活動をご案内します。

　11月18日、龍谷大学校友会女子会龍Ron
小町の「第 3回総会」が瀬田キャンパスで
開催されました。
　今回は、22支部から 30名の方がお集ま
りくださいました。キャンパス内を、理工学
部の学生さんに案内していただきながら、理
工学部の見学へ。
　その後、生協の学食で学生のみなさんに混
じっての昼食。懐かしい学食の味に、会話も
弾みます。
　昼食後は農学部の施設見学へ。きれいで洗
練された施設、普段はなかなか見せていただ
けない精密機械のある教室などもご案内いた
だきました。
　見学後の総会での、既に龍Ron小町の活
動をされている支部の活動報告はとても参考
になりました。この一日を通して、新しい繋が
りができ深まったように感じます。これからの
各地での活発な活動が楽しみです。

　ミュージカル史上燦然と輝く名作、劇団四季の「オペラ座
の怪人」を10月28日の校友会・女子会で鑑賞したいと企画
しました。女子会のみならず校友会からは20名の方が参加
してくださいました。
　舞台の豪華さ、装置の巧みさ、生のオーケストラが奏でる
すばらしい音楽、響き渡る歌声、そして役者の華麗なる演
技。あっという間に「オペラ座」の世界に引き込まれていき
ました。

　11月12日、快晴にめぐまれたバス旅行
は、野菜中心のランチバイキングに始ま
り、彦根城のひこにゃんに癒され、キャ
ッスルロードで散策を楽しみ、金剛輪寺
の紅葉を愛でながらの参拝となりました。
　バスの中では、龍谷大学グッズなどが
当たる抽選会で盛り上がり、終始和やか
な雰囲気でした。

　9月２日の女子会では、仕事上のスキルを
校友に還元しようと、20代から40代を対象
に、仕事で活かせるお願いするときの表現方
法、アサーティブなコミュニケーションを学び
ました。楽しく学んだ後は、和気あいあいと
自然薯料理に舌鼓を打ちました。

第28回 龍谷賞 贈呈式
龍谷奨励賞に安藤尚徳さんと宇田吉範さん

♠
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を
立
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上
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・
C
E
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な
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吉
範
さ
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。
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年
に
同
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入
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し
、
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年
間
、
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コ
ー
ヒ
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パ
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ど
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子
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じ
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体
罰
、
学
校

事
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、
子
の
引
渡
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、
未
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） 

を

主
な
取
扱
分
野
と
す
る
弁
護

士
と
し
て
活
動
中
で
す
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
注
目
が
増
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
界
に
於
い

て
、
競
技
者
の
立
場
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
権
確
保
や
競
技
環

境
の
整
備
・
所
属
団
体
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
善
を
目
指
し
積

極
的
に
活
動
し
て
お
り
、
龍

谷
大
学
出
身
の
若
手
弁
護
士

と
し
て
、
今
後
の
よ
り
一
層

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
自
転
車
競
技
連
盟

が
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
選
考
会
か

ら
除
外
す
る
と
の
決
定
を
し

た
選
手
に
つ
い
て
、
そ
の
取

消
を
求
め
る
仲
裁
判
断
を
代

理
人
と
し
て
公
益
財
団
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
仲
介
機
構
へ

申
立
、
完
全
勝
利
。

競
技
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を

10月 18日、2017年度第 28回龍谷賞贈呈式が行われ、
将来を嘱望される卒業生お二人に龍谷奨励賞が授与されました。

官
）
の
資
格
を
取
得
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
開
発
を
手
が

け
ら
れ
ま
し
た
。

02
年
、
イ
タ
リ
ア
で
エ

ス
プ
レ
ッ
ソ
の
技
術
を
学

び
、
そ
の
先
駆
者
と
な
っ
て

生
豆
選
定
や
焙
煎
を
行
い
、

い
ち
早
く
日
本
に
バ
リ
ス
タ

（
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
プ
ロ
）

を
広
め
、
バ
リ
ス
タ
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
日
本
、
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
育
て
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
国
ボ
ス
ト
ン

を
拠
点
に
、
コ
ー
ヒ
ー
バ
イ

ヤ
ー
と
し
て
一
年
の
多
く
を

海
外
（
主
に
中
南
米
）
十
数

ヶ
国
に
赴
い
て
コ
ー
ヒ
ー
豆

を
買
い
付
け
、
世
界
各
国
で

コ
ー
ヒ
ー
普
及
の
た
め
の
講

演
活
動
も
行
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

宇
田
さ
ん
の
こ
う
し
た
活

動
は
、
途
上
国
な
ど
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
生
産
者
の
生
活
を
守

る
だ
け
で
な
く
、「
自
社
の

利
益
」
と
い
う
枠
組
み
を
こ

え
、
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
文
化

育
成
と
発
展
に
寄
与
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

す
る
権
利
と
い
う
、
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
従
来
は
黙

殺
さ
れ
て
い
た
権
利
の
道
筋

を
開
か
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
、
小
雨
が
降
り

肌
寒
い
中
行
わ
れ
た
瀬
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

･

デ
ー
で
は
、
理
工
学
部
の

研
究
室
公
開
や
学
生
達
の
イ

ベ
ン
ト
に
た
く
さ
ん
の
校
友
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
の
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
は
快
晴

に
恵
ま
れ
、
校
友
総

会
に
約
100
名
の
卒
業

生
が
出
席
。

　

紫
英
館
で
開
催
し

て
い
る
恒
例
の
「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
」
は
待
ち
時
間
が

で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

で
恩
師
や
校
友
同
士

の
再
会
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
秋
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
・
デ
ー
も
今

年
と
同
様
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

た
く
さ
ん
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

校
友
総
会
＆
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ・デ
ー
開
催

第28回龍谷賞贈呈式

衆
議
院
議
員

宗む
ね
き
よ清 

皇こ
う
い
ち一

さ
ん

94
年
文
学
部
卒

自
由
民
主
党

大
阪
13
区 校

友
短
信

衆
議
院
議
員

本も
と
む
ら村 

伸の
ぶ

子こ

さ
ん

98
年
文・研
究
科
了

日
本
共
産
党

比
例
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

２
０
１
７
年
10
月
の
第
48
回

衆
議
院
総
選
挙
で
再
選
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経営者登場

武
た け

田
だ

  双
そ う

鳳
ほ う

 さん

書 道 家  

（本名：武
たけ

田
だ

哲
てつ

史
し

）

プロフィール
1948年、京都市生まれ。72 年に経営
学部（井上清美ゼミ）を卒業し、空調
関係の企業に入社。ウチダエスコ㈱を
経て 89 年に㈱コスミックに移り、96
年に独立してコスミック販売㈱を設
立。99 年、社名を㈱医療情報システ
ムに変更。02 年の東京を皮切りに名
古屋、広島、福岡、鹿児島、沖縄に営業
所を開設。17 年の売上高は約 38 億
円。本社は大阪市中央区で、社員は
約 120 名。

プロフィール
熊本県出身。書道家の母武田双
葉に師事（兄は双雲、弟は双龍）。
99 年法学部卒業後、行政書士と
社会保険労務士の資格を取得。社
会保険労務士事務所に勤務する
傍ら、大手予備校の法律の授業を
15 年以上担当。32 歳で書道師
範を取得。アーティストとして海外の
企業とのコラボレーションや経営者
向けの筆文字講師も務める。主宰
する京都と大津の書法道場には全
国から門下生 160 人が集う。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

バ
ン
ド
ン
外
国
語
大
学

日
本
語
教
師

植う
え 

山や
ま

　
葵あ

お
い

さ
ん

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の

成
長
と
感
動
の
日
々

海外で活躍する
校友

全
力
投
球
の
学
生
時
代

様
々
な
国
の
文
化
を
学

び
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
国

際
文
化
学
部
を
選
び
ま
し

た
。
海
外
交
流
委
員
会
と
軽

音
楽
部
龍
楽
会
の
サ
ー
ク
ル

を
掛
け
持
ち
し
、
両
方
に
全

力
投
球
し
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出

会
っ
た
仲
間
と
は
現
在
も
付

き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
語
教
師
を
め
ざ
し

大
学
院
へ

大
学
３
回
生
の
時
、
ア
メ

リ
カ
に
短
期
留
学
。
そ
こ
で

わ
か
り
や
す
く
英
語
を
教
え

て
く
れ
る
現
地
人
の
先
生
を

見
て
、
自
国
の
言
語
を
教
え

る
日
本
語
教
師
の
仕
事
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
就
職
活
動
に
直
面
し
た

時
、
会
社
で
は
な
く
学
校
で

働
き
た
い
と
の
思
い
が
強
く

な
り
、
大
学
院
国
際
文
化
学

研
究
科
へ
の
進
学
を
決
め
ま

し
た
。
先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
達
と
文
化
や
自
由
の
定

義
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
日
々
は
、
今
で
も
私
の
糧

に
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ド
ン
外
国
語
大
学
へ

大
学
院
修
了
後
、
日
本
で

の
半
年
間
の
日
本
語
教
師
を

経
て
、
２
０
１
５
年
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
と
い

う
町
に
あ
る
バ
ン
ド
ン
外

国
語
大
学
へ
赴
任
し
ま
し
た
。

日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ

ツ
語
の
学
科
が
あ
る
、
学
生

数
300
人
ほ
ど
の
学
校
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
学

生
に
と
っ
て
先
生
は
絶
対
的

な
存
在
で
す
。
少
し
前
ま
で

学
生
だ
っ
た
私
に
も
と
て
も

丁
寧
に
接
し
て
く
れ
て
、
初

め
は
戸
惑
い
ま
し
た
。
日
本

語
学
科
の
学
生
た
ち
は
ア
ニ

メ
や
漫
画
、
着
物
な

ど
の
日
本
文
化
が
大

好
き
で
、
い
き
い
き

と
日
本
語
を
勉
強
し

て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
〝
日
本
の
文
化
祭

り
〟
と
い
う
、
た
い

焼
き
や
お
好
み
焼
き

の
お
店
や
コ
ス
プ
レ

で
に
ぎ
わ
う
祭
り
が

各
地
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
人
だ

と
わ
か
る
と
、
い
つ

か
日
本
へ
行
き
た

い
、日
本
の
商
品
は
最
高
だ
、

日
本
人
は
真
面
目
だ
、
な
ど

好
意
的
な
反
応
が
返
っ
て
き

ま
す
。

戦
争
中
、
日
本
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
過
去

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
文

化
が
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

有
り
難
い
こ
と
で
し
た
。

将
来
に
つ
い
て

家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
初

め
て
の
生
活
は
、
心
細
く
つ

ら
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
穏
や
か
な
バ
ン
ド

ン
の
人
た
ち
は
、
人
と
の
距

離
が
近
く
遠
慮
が
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

に
助
け
ら
れ
、
３
年
以
上
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
語
教
師
は
、
日
々

成
長
し
感
動
で
き
る
仕
事

で
す
。
色
ん
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
博
士
課
程
で
も
っ

と
勉
強
し
て
、
い
ず
れ
は

日
本
の
大
学
の
教
壇
に
立

ち
、
た
く
さ
ん
の
学
生
た

ち
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

植山さん（中央）と学生たち

　

八
木
さ
ん
は
経
営
学
部
の

３
期
生
。
当
時
の
大
学
は
ど

ん
な
様
子
だ
っ
た
の
か
。

　

72
年
１
月
、
全
共
闘
系
学

生
の
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
で
学

年
末
試
験
は
中
止
さ
れ
、
レ

ポ
ー
ト
方
式
に
切
り
替
わ
り

ま
し
た
。
所
属
サ
ー
ク
ル
は

片
岡
信
之
先
生
が
部
長
の
経

営
学
研
究
会
で
、
当
時
教
室

が
使
え
な
い
中
、
近
く
の
喫

茶
店
や
居
酒
屋
、
雀
荘
が
勉

強
場
所
で
し
た
。
授
業
中
止

で
学
生
は
喜
び
ま
し
た
が
、

勉
強
は
あ
ま
り
し
な
か
っ

た
。
今
思
え
ば
、
そ
れ
が
悔

や
ま
れ
ま
す
ね
。

　

72
年
の
卒
業
と
同
時
に
、

空
調
関
係
の
中
堅
企
業
に
入

社
し
た
八
木
さ
ん
。

　

こ
こ
で
初
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
向
き
合
い
ま
す
。
入

社
し
て
半
年
間
、
無
遅
刻
。

だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
扱
う
部

署
に
配
属
さ
れ
た
の
で
は

（
笑
）
。
当
時
、
文
系
の
学

生
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
扱

う
仕
事
に
つ
く
な
ど
、
あ
り

得
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
研
修
会
に
出
て
も
、

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
ち

ょ
う
ど
中
堅
企
業
が
こ
ぞ
っ

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入

し
は
じ
め
た
時
代
で
し
た
。

　

会
社
の
中
に
電
算
室
を
立

ち
上
げ
、

社
員
約
500

名
の
給
与

計
算
、
年

間
４
万
枚

に
及
ぶ
請

求
書
や
在

庫
管
理
な

ど
を
手
掛

け
ま
し
た
。

　

32
歳
の

と
き
に
子

会
社
へ
異

動
す
る
こ

と
に
な
り
、

今
さ
ら
営

業
は
で
き

な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
当

時
の
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
大
手
の
内
田
洋
行
グ

ル
ー
プ
、
ウ
チ
ダ
エ
ス
コ
に

転
職
し
、
病
院
の
レ
セ
プ
ト

（
月
毎
の
診
療
報
酬
明
細
）

の
シ
ス
テ
ム
作
り
に
従
事
し

ま
し
た
。
が
、
ウ
チ
ダ
エ
ス

コ
が
医
療
分
野
か
ら
撤
収
す

る
と
い
う
の
で
、
部
下
６
人

を
連
れ
、
顧
客
の
病
院
を
抱

え
た
ま
ま
、
小
さ
な
ソ
フ
ト

会
社
の
コ
ス
ミ
ッ
ク
に
移
り

ま
し
た
。
バ
ブ
ル
真
っ
最
中

の
89
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

バ
ブ
ル
が
弾
け
た
95
年
12

月
、
コ
ス
ミ
ッ
ク
か
ら
営
業
部

ご
と
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
翌
年
４
月
に
部
下
と

共
に
コ
ス
ミ
ッ
ク
販
売
㈱
を
設

立
。
97
年
に
は
完
全
独
立
を

果
た
し
、
99
年
に
現
在
の
社

名
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

㈱
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
病
院
の
効
率
化
を
Ｉ
Ｔ

技
術
で
進
め
る
と
い
う
の

が
、
主
な
業
務
内
容
だ
。

　

全
国
８
千
６
百
余
の
病
院

の
中
で
、
約
300
病
院
が
当
社

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
内
訳
は
病
院
の
診
療

費
計
算
と
い
う
「
医
療
会
計

シ
ス
テ
ム
」。
次
に
「
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」。
こ
れ

は
患
者
さ
ん
に
関
す
る
生
涯

の
診
療
上
の
全
記
録
や
関
連

す
る
医
療
情
報
を
コ
ン
ピュ
ー

タ
ー
で
一
元
管
理
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
医

療
と
介
護
の
向
上
に
役
立
て

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

急
な
病
で
病
院
に
入
院

し
、
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
、
介

病院を IT技術で
効率化促進
医療と介護を総合的につなぐ

護
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
場

合
の
患
者
さ
ん
の
総
合
的
な

ケ
ア
や
健
康
管
理
の
一
元
化

を
行
う
の
が
、
当
社
の
「
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

導
入
に
約
１
億
円
を
要
し
ま

す
。
こ
れ
を
関
東
地
区
で
関

西
地
区
並
み
の
シェア
に
拡
大

し
、
売
上
げ
を
100
億
円
に
す

る
の
が
、
当
面
の
目
標
で
す
。

　

㈱
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

は
、
企
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
特
長
を
持
つ
。
ま
ず
、
社

員
の
平
均
年
齢
が
35
歳
。

　

え
え
、
数
名
の
高
齢
社
員

を
除
く
と
、
30
歳
く
ら
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
と
社
員
120
数

名
の
う
ち
、
ほ
ぼ
半
数
が
女

性
社
員
。
ま
た
、
当
社
に
は

い
わ
ゆ
る
〝
親
会
社
〟
が
な

い
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、

社
員
が
35
％
の
当
社
株
を
持

っ
て
い
る
こ
と
や
、
社
長
や

役
員
の
子
弟
は
一
切
採
用
し

な
い
と
い
う
こ
と
が
、
当
社

の
特
長
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
シ
ス

テ
ム
は
、
他
社
は
手
掛
け
て

い
ま
せ
ん
。
我
々
に
し
か
で

き
な
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
企
業
価
値
を
さ
ら
に
高

め
て
い
き
ま
す
。
今
、
龍
大

か
ら
の
社
員
は
２
名
の
み
で

す
が
ど
ち
ら
も
優
秀
で
す
。

龍
大
生
な
ら
一
次
面
接
を
通

過
で
す
。
是
非
、
当
社
に
き

て
い
た
だ
き
た
い
。

校友●Who's Who
熊
本
か
ら
京
都
へ

３
歳
ご
ろ
か
ら
書
道
家
の

母
双
葉
さ
ん
か
ら
書
道
を
教

わ
り
ま
し
た
。「
泣
き
な
が

ら
書
い
て
い
ま
し
た
」
と
武

田
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

　

高
校
時
代
は
ひ
き
こ
も
り

で
、
ま
と
も
に
学
校
に
通
っ
た

の
は
半
年
ぐ
ら
い
。
ほ
か
の

生
徒
と
別
の
教
室
で
勉
強
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
勉
強

そ
の
も
の
は
大
好
き
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
大
学
受
験
で
は
、

熊
本
に
試
験
会
場
の
あ
っ
た

龍
谷
大
学
を
受
け
、
法
学
部

政
治
学
科
に
合
格
。「
修
学

旅
行
で
京
都
が
気
に
入
り
、

龍
谷
大
学
に
決
め
ま
し
た
」。

現
在
の
基
盤
と
な
っ
た
龍
大

　

田
北
亮
介
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、

日
米
安
保
や
国
際
政
治
な
ど

を
研
究
。
卒
業
に
必
要
な
単

位
の
多
かっ
た
政
治
学
科
を
卒

業
で
き
た
の
も
、
テ
ニ
ス
部
で

出
会
っ
た
一
歳
下
の
彼
女
（
奥

様
）
の
お
か
げ
と
語
る
武
田
さ

ん
。
向
島
学
生
セ
ン
タ
ー
で
の

寮
生
活
は
、
外
国
人
留
学
生

や
他
大
学
の
学
生
た
ち
に
囲

ま
れ
て
楽
し
く
、
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
家
庭
教
師
な
ど
の
ア
ル
バ
イ

ト
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

法
律
の
講
師
へ

就
活
で
多
く
の
学
生
が
同

じ
格
好
を
し
て
い
る
こ
と
に

違
和
感
が
あ
っ
た
武
田
さ
ん
。

23
歳
の
時
に
行
政
書
士
と
社

会
保
険
労
務
士
を
受
験
し
て

合
格
。
四
条
烏
丸
の
早
稲
田

セ
ミ
ナ
ー
（
現
在
「
資
格
の

学
校
Ｔ
Ａ
Ｃ
」）
に
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
、
講
師
と
し
て
法
律
を

教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
日
９
時
間
立
ち
っ
ぱ
な
し
の

授
業
の
ほ
か
に
、
龍
大
や
立

命
館
大
で
公
務
員
講
座
を
持

っ
た
り
、
社
会
保
険
労
務
士

と
し
て
企
業
を
回
っ
た
り
し

て
、
激
務
の
日
々
が
続
い
た

そ
う
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

そ
ん
な
中
、
32
歳
で
書
道

師
範
を
取
得
。
２
年
前
に
書

道
に
専
念
す
る
た
め
ほ
か
の

仕
事
を
辞
し
ま
し
た
。「
子

ど
も
と
の
時
間
を
大
切
に
し

た
か
っ
た
」
と
言
う
武
田
さ

ん
は
、
３
人
の
お
子
さ
ん
に
あ

ま
あ
ま
な
の
だ
そ
う
で
す
。

「
書
法
道
場
で
よ
く
言
う

の
は〝
場
〟の
大
切
さ
。
机
の

上
や
道
場
を
常
に
き
れ
い
に

保
つ
こ
と
」。
お
や
つ
タ
イ
ム

は
「
有
効
な
無
駄
」
で
、
そ

こ
か
ら
生
徒
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。

武
田
さ
ん
に
と
って
の
書
道

と
は
、「
自
分
を
戻
す
も
の
」。

書
道
道
具
は
、
無
に
な
る
た

め
の
道
具
。
一
方
、
書
道
以

外
の
こ
と
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
り
、
若
い
こ
ろ
携
わ
っ

た
法
律
は
論
理
的
な
思
考
を

必
要
と
す
る
点
で
書
道
と
共

通
し
て
お
り
、現
在
の
活
動
に

役
立
って
い
る
と
語
り
ま
す
。

美
し
い
字
を
書
く

書
法
道
場
で
は
、
緊
張
し

て
固
く
な
っ
た
体
を
も
と
に

戻
す〝
ひ
も
ト
レ
〟
か
ら
始

め
ま
す
。「
体
が
緊
張
し
て

い
る
と
体
が
ぶ
れ
や
す
く
、

書
く
字
も
ぶ
れ
ま
す
。
本
来

の
体
に
戻
す
と
、
美
し
い
字

が
書
け
る
ん
で
す
」。

作
務
衣
に
足
袋
に
草
履
姿

で
よ
く
動
き
、
常
に
人
を
笑

わ
せ
楽
し
そ
う
に
お
話
し
す

る
武
田
さ
ん
。「
笑
う
こ
と

も
体
を
も
と
に
戻
す
方
法
で

す
よ
」
と
笑
顔
で
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

体
を
も
と
に
戻
し
、美
し
い
字
を
書
く

(株)医療情報システム
代表取締役

八
や

木
ぎ

  康
こ う

一
い ち

 さん

左から：石田 梨佳さん（13 年文卒）
八木 康一社長

森中 誠さん（12 年経済卒）

14
年
国
際
・
研
究
科
了

学生時代の武田さん（右）
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● ■海外支部（3支部）
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①支部長名（卒業年、卒業学部）
②会員数　　③設立年
④メッセージ　⑤お問い合わせ先
※情報は2018（平成30）年2月現在

●㉓広島県支部

母校愛で真っ赤に燃えましょう!!
①神鳥誠（72・文）　
②385名　③1989年
④働き盛りの40代、女
子会を中心にシニアと
連携し、知恵を出し合い

「おもてなしの心をこめ、会員一人ひとりを大切に
する支部」として、異業種交流会＆女子会などの
行事をしています。是非ご参加を!!　
⑤坂山顕之（事務局長）☎082-231-0302

（本願寺広島別院内） 082-292-1186

●㉔鳥取県支部

龍大ツアーが好評です！
①衣笠告也（75・文）　
②98名　③2011年　
④毎年、6月頃に総会を
開催し、年１回イベントを
開催しています。様々な
職業の方が集い、若手の会員も増えていますの
で、まずは気軽にご参加下さい！
⑤西村耕一（事務局長）☎090-4802-7887

●㉛福岡県・北豊支部

「北豊」ってどこ？
①仁保一正（74・文）　
②107名　③2016年
④発足2年の地方の小
さな新人支部ですが、そ
の分手作りの運営の良
さが楽しめます。龍谷大学に学んだ縁を一人でも
多くの校友と結べたらと思っています。よろしく！
⑤大江智城（事務局長）☎0930-52-1107

●㉕島根県支部

女子会に力を入れています！
①中村滋男（71・済）　
②115名　③2014年
④総会のほか母校を巡
る旅行や講演会を行っ
て来ました。又、女子会
には特に力を入れています。県内の学友の皆さ
ん是非支部会員にご登録下さい　
⑤高橋行仁（事務局長）☎090-9613-0441

●㉜福岡県福岡支部

「福岡県福岡支部」設立しました！
①岡部慈眼（54・文）　
②184名　③2017年
④2017年6月に福岡県
内2つ目の支部として、
西部地域を中心として
設立しました。福岡県内には多くの卒業生がいる
とのことなので、是非会員になっていただき、会員
相互の交流を図っていきたいと思います。何卒よ
ろしくお願いいたします　
⑤原田智昭（事務局長）☎092-323-0859

 ito.kyouhouji@gmail.com

●㉖山口県支部

設立30年　今後は若い世代へ
①桑羽隆慈（64・文）　
②1,186名　③1988年
④当県の会員は県内各
地に幅広く分散する関
係で、県内を東部、周南、
中部、西部、北部の5ブロックに分け毎年持ち回
りで総会を開催すると共に、会員は卒業と同時に
自動入会としています　
⑤羽嶋豪太郎（事務局長）☎0834-62-5012

●㉟宮崎県支部

楽しい仲間が待っちょるよ!!
①弘中康之（90・文）　
②82名　③2016年　
④発足から2年目ですが、
女子会もはじまり大変盛
り上がっております。今年
も会員拡大を目指します！
⑤岩切圭一（事務局長）☎090-4516-6557　

●㊲佐賀県支部

新支部設立総会（予定）
開催日：2018年9月8日（土）開催
内　容：設立総会・記念講演会 15時～17時30分
場　所：佐賀市〈願正寺〉にて

●㉝大分県支部

温泉県大分ほっかほか支部
①田丸俊昭（80・文了）
②490名　③1984年
④最初は大分県内の寺
院関係者のみの同窓会
でしたが、 現在すべての
卒業生が会員となっています。年一回総会（記
念講演会・懇親会）を開催し、広報「大分県支部
たより」年回発刊（現在12号）。少数ながらも楽
しい会です
⑤☎0977-22-0146（本願寺別府別院）

●㊱鹿児島県支部

大河ドラマ　西
せ

郷
ご

どん
①岡野龍信（81・文）　
②460人　③1983年
④異業種交流会が活発
に行われています。様々
な職業の方が相集い交
流を深めております。今年度から女子会もスター
トいたしました。まずは気軽にご参加下さい　
⑤藤枝泰了（事務局長）☎099-222-0051

●㉒岡山県支部

世代を超えた仲間づくり
①土居一晴（64・文）　
②167名　③2003年
④毎年開催している総
会と懇親会を中心に世
代を超え共に学んだ者
同士の絆と交流を深め年明けの新年会、不定期
ですが日帰り交流バス旅行など家族で楽しめる
企画をしています。お気軽にご参加下さい　
⑤東平泉（事務局長）☎090-4572-8038 

（086-942-9148）  i.higashihira@gmail.com

●㉚高知県支部

仲良しクラブぜよ
①岡崎豊（80・法）　
②350名　③1983年
④毎年6月の第1週の
土曜日に「サンライズホ
テル」で支部総会を開催
しています。校友の皆様のご参加をお願いします 
⑤壬生邦昭（事務局）☎０９０-９４５９-５６３７

●㉗香川県支部

日本一面積が小さい県に卒業生1200名超
①竹中昭宏（76・営）　
②197名　③1999年
④毎年6月には総会、講
演会、懇親会を開催、11
月には母校見学ツアーも
あります。女子会、若手の会のイベントも計画中
です。ぜひ、皆さんにお話しをしたい、興味を持っ
て欲しい、こんなお話を聞きたい等ご意見がありま
したらご連絡下さい　
⑤三野正博（事務局長）☎090-6881-8838

 mino.m3105@gmail.com

●㉘愛媛県支部（龍愛会）

龍愛会に集まれ！
①西岡和則（73・法）　
②638名　③1999年
④1986年発足、1999
年より活動開始、2000
年より、毎年9月の第１土曜日に総会・懇親会を
行っております。龍大卒業生の異業種交流や、
母校の懐かしい話など気軽に情報交換できる場
になっています。HP（http://www.ryukoku-
ehime.info/index.htm）
⑤松本正見（事務局長）☎089-931-5773

●㉙徳島県支部

今年は支部再興20周年！
①千葉昭彦（69・済）　
②12７名　③2000年

（再興）　④「龍谷大学
の心が世界を救う」の自
負心を持って、仲間と共
に歩める支部を目指し、龍谷大学の先生による記
念講演、旅行など、卒業生で良かったと感じられる
行事を開催。徳島県在住、かつて徳島県に居られ
た校友がお仲間です　⑤クルミ明信（事務局長）
☎080-3921-9065 088-625-3655 

 tokushimakenshibu@ryuukokukouyuukai.
saloon.jp

ハワイ支部

ハワイの校友会支部です
①松本エリック（91・文了）
②27名　③2002年　
④Aloha! 毎年春にホノ
ルルにて龍谷大学よりご
講師をお迎えしてのセミ
ナー・懇親会、現役学生との交流会など若い会
員が中心になり活動を行なっております。お気軽
にご連絡下さい　
⑤北條朋（事務局長）  thojo@honpahi.org

南カリフォルニア支部

母校に感謝を
①中垣紘道（62・文）　
②28名　③2002年　
④親睦食事会、エンゼル
スの大谷選手、ドジャー
スの前田選手の試合観
戦、ピクニックなどで絆をつなぐ。龍大卒で南カリ
フォルニアに在住の方、一度連絡下さい　
⑤中村登（副支部長）☎310-450-9823 

 ryudai.la@gmail.com

北カリフォルニア支部

カリフォルニアでの活動
①梅津広道（73・文）　
②26名　③2006年　
④アメリカで会員さんと
共に日本の文化を楽しん
だり、女性会員が楽しめ
るような活動を心がけています。もちろん、男性も
大歓迎です！　
⑤桑原ひとみ（事務局長）☎510-849-1400
  ichijitsu@hotmail.com

パナソニックグループ支部（紫松会）

まずは楽しむ～繋がるへ
①東伸一（86・営）　
②366名　③1986年
④支部の垣根を越えて
毎年甲子園応援やバー
ベキュー大会など楽しめ
る催しや、新卒者など若手との交流も活発に推
進しております。気さくな会ですのでぜひご参加
下さい
⑤友田雅裕（事務局長）

 shishoukai.sec@gmail.com

職業会計人グループ（RAS）

税理士と公認会計士の集まりです
①尾崎春樹（71・営）　
②140名　③1983年
④現役学生を対象に、
税理士・公認会計士業
務説明会、日商簿記講
習会、講演会、交流会等を開催。また、RAS会員
と卒業生を対象に、7月と11月に実務研修会、会
員相互間の親睦会も年2回実施
HP（http://www.ryukoku.ac.jp/ras/）　
⑤尾崎春樹（支部長）☎075-645-1601

学校園教員支部（教龍会）

龍大出身の教員の会です
①佐古田英樹（99・文）
②359名　③2015年
④教龍会は、龍大を卒業
し幼、保、小、中、高校等
の教員（保育士）として活
動している人などで構成しています。総会や機関
誌で各自の実践を交流し、つながりを深めています
⑤佐古田英樹（支部長）

 kyoryukai2013@yahoo.co.jp

士業・専門職グループ支部（龍志会）

１３の「士業」が結集！
①泉千晶（89・法）　
②41名　③2017年　
④龍大卒業の絆を生かし
相互発展的な士業間連
携を目指します。相談会
や講演会、学生へのキャリア支援等の活動を展開
し、社会貢献、母校の発展にも寄与してまいります
⑤浅尾一真（事務局長）☎090-3276-6102

教誨師・篤志面接委員（桐友会）

私たちのパートナーは受刑者！！
①吉光宏昭（60・文）　
②103名 ③2001年　
④私たちはいつ加害者
や被害者になってしまう
かわからない。そうなれば、
“苦しみや悲しみ”を味わって生きていくことに。刑
務所（少年院）で話し相手（パートナー・支えてくれ
る人）となるのが「教誨師・篤志面接委員」です。
刑務所を参観希望の方はご連絡下さい。『百聞
は一見にしかず』（人生観が変わります）　
⑤巌

いわ
水
みず
（事務局）☎06-6790-8350

法曹支部

市民のための法律家として活動中
①竹下義樹（75・法）　
②62名　③2014年　
④毎年秋に深草キャン
パスで総会、懇親会を開
催。RAS、龍志会など他
支部との交流、西本願寺等における法律相談、
法学部との連携によるキャリア啓発支援の講義
なども実施。身近な法律家として頼りにして下さい
⑤坂口俊幸（事務局長）☎075-256-0525

（坂口俊幸法律事務所内）

寝屋川市役所支部（紫友会）

アットホームな支部です
①邑川和之（92・営）　
②29名　③1984年　
④本支部は、会員相互
の親睦を図ることを目的
として設立された職域支
部で、毎年５月に総会、11月に京都散策を実施
し、若手会員が半数を占め、ＯＢ・ＯＧも参加する
アットホームな支部です　
⑤高見恒治（事務局長）☎090-2599-7674

尼崎市役所支部（龍翔会）

尼崎市政に尽力しています！
①藤原資雄（83・営）　②71名　③1991年
④職域支部であるため目立った活動はしておりま
せんが、職員の交流も兼ねた懇親会を年に数回
開催しています。公務員を目指している皆さん！尼
崎市役所を受験してみませんか？
⑤川越好朗（事務局長）☎06-6489-6301

（尼崎市役所内）  kawagoe-yoshiaki@city.
amagasaki.hyogo.jp

マスコミOB会

マスコミ業界で働く人たちの支部
①山本浩之（85・法）　②200人　③1994年
④新聞社、放送局、出版社、広告会社、PR会
社などマスコミ業界に従事し、活躍している卒業
生で構成しており多彩な顔ぶれです。新入会員
は随時募集中ですので、下記連絡先にお名前、
ご住所、ご勤務先（業種）、卒業学部・年度を送
信下さい　
⑤  ryukokumasscommob@gmail.com

㉞熊本県支部

全国校友大会「熊本だョ！全員集合!!」
①黒田宏信（71・文）　
②666名　③2001年
④毎年8月最終金曜日
に総会・懇親会・講演会
実施。平成25年に宮崎
哲弥氏、昨年は水谷修氏（夜回り先生）、本年は
全国支部総会として第79代内閣総理大臣夫人
細川佳代子氏に御講話いただきます。9月1日
龍大吹奏楽部熊本演奏会を予定
⑤高千穂哲也（事務局長）☎096-322-7715

■職域支部（10支部）

矯正・保護支部（ぎんなん会）

矯正・保護に真摯な特化団体
①池田正興（74・文）　
②230名　③1976年
④刑務所・拘置所・少年
院・少年鑑別所・保護観
察所・更生保護施設・保
護司等の職の現職及び退職OBの会員で構成。
矯正・保護総合センターと密接に関連し、専門知
識の向上や現職職員への支援を行うとともに校
友会発展に寄与
⑤中村眞一  sakurasin2016@gmail.com

新設
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龍谷大学

校友会支部を
一挙紹介！

①支部長名（卒業年、卒業学部）
②会員数　　③設立年
④メッセージ　⑤お問い合わせ先
※情報は2018（平成30）年2月現在

龍谷大学校友会員は現在約18万5千人。校友会には国内外の地域、職域ごとに多くの支部があり、
日頃より、会員同士や地域との交流を深め、母校の発展に寄与する活動を行っています。
今号では支部のプロフィールや活動内容、メッセージを紹介。
これを機会に興味を持っていただき、ぜひお気軽にお問い合わせ、ご参加下さい。
母校への思い、龍谷大学だからこそ結ばれる生涯のご縁をともに育みましょう。

龍谷大学を卒業したからこそ、
始まる、深まる絆づくり
新たな出会い､心通わす
楽しいひとときを願って活動しています。

●⓫京都市支部

同窓生と一緒に新しい京都の再発見！
①宮城泰年（54・文）　
②211名　③2013年
④春に総会・懇親会、有
名寺院の特別拝観、秋
には、龍谷ミュージアム
の夜間観覧、お香の体験など、京都らしい行事を
中心に活動しています。現在、情報発信のための
ホームページを準備しています。多くの皆様のご
入会をお待ちしています　⑤中﨑憲和（副事務
局長）☎075-351-2500（龍谷ミュージアム内）

 nakazaki@ad.ryukoku.ac.jp

●⓰兵庫県・神明支部

龍大卒業を誇りに共有
①井藤圭湍（68・文）　
②115名　③2005年
④支部5周年、10周年に
明石市民会館大ホール
で開催した『龍谷大学吹
奏楽部演奏会』が地域の音楽文化に果たした成
果は支部の心の支えになっております。神戸市、
稲美町、播磨町、加古川市在住の校友が集い、語
り合う神明支部です　
⑤竹野内健児（事務局長）☎090-4273-9579

 otakenouchi@hotmail.co.jp

●⓱兵庫県・姫路支部

龍大卒応援します！
①岸口実（89年・法）
②189名　③2006年
④やなせななコンサート、
林家染二落語会、龍大
サークルを招いて懇親
会、ゴルフ、旅行、経済・経営学習会等若者から
老人まで仲良くやっています。仕事の相談も受け
ちゃいますよ
⑤菅祐範（事務係）  suga@mtc.biglobe.ne.jp

●⓲兵庫県・丹篠支部

出会いを大切に！
①向井祥隆（71・済）
②46名　③2007年
④丹

たんじょう
篠支部は、丹波市と

篠山市の校友会員が対
象です。昨年、設立から
10周年の記念事業「懐かしの京都と母校ツアー」
を実施。地域の皆さんのご参加をお待ちしています
⑤大地常夫（事務局長）☎090-1443-6647

 tsuneo.o@cronos.ocn.ne.jp

●⓳阪神支部

熱き校友集う気軽な会
①渡部恵子（70・文）　
②120名　③2016年
④サラリーマンの多い阪
神間、様々な仕事を持つ
校友が、毎月本願寺神
戸別院に集うサロンやプチゼミナールの場を提供
します。個性豊かな卒業生が、世代を超えて交流
する会にしましょう。心の講座（5月20日）、ビア
パーティ（7月）など開催予定　
⑤田中正勝（事務局）☎090-9691-5592

 tesshu124@gmail.com

●⓬大阪・枚方支部

校友が2000人 !!
①田口敬規（98・文）　
②26名　③2004年　
④中核市枚方市の人口
40万人の約0.5％が校
友です。一人でも多く集
える活動になるように、昨年は久しぶりのイベント
で淀川を屋形船でクル－ジングしました　
⑤山本雅敍（事務局）☎090-8828-0395 

●⓭大阪・中央支部

音楽・落語イベントが最高！
①岩本泰典（72・営）　
②400名　③2004年
④毎年津村別院にて、
夏には子供工作教室、
秋には本町音楽祭をボ
ランティアで開催しています。また、冬には天満
天神繁昌亭にて落語会を開催し、地域の皆様
との繋がりを深めています　
⑤徳田昭次（事務局長）☎090-3490-8186 

 tokusan358@gmail.com

●⓮大阪・北大阪支部

集うぞ！北大阪の校友
①浅井純一（73・済）　
②360名　③2010年
④イベント開催を通して
校友相互の親睦をはか
り、毎年7月末に「茨木
フェスティバル」に参加して地元北大阪地域の皆
さんに龍大校友会大阪・北大阪支部をPRしてま
す。若手と女性の参加を大歓迎してます　
⑤浅井純一（支部長）☎090-4642-0968

●❽福井県支部

カニを食うなら福井県！
①藤原有仁（70・文）　
②240名　③2011年
④毎年の総会では工夫
を凝らした企画を計画し、
懇親会はとても盛り上
がっております。スタッフの活動は地道ですが絆
は思ったよりも強く、様々な卒業生との交流を目
指しています　
⑤馬場正大（事務局長）☎0776-23-0321

（北陸学園北陸高等学校内）

●⓴三重県支部

世代を越え、和気あいあい
①松永彰生（72・営）　
②146名　③2005年
④三重県支部は設立以
来13年が経過し、1月の
新年会、5月の総会、11
月には日帰りの親睦旅行を実施しました。特に若
い方や女性も気兼ねなく参加していただけるよう、
和気あいあいの雰囲気の中、楽しく活動を行って
います。まずはお気軽にご参加下さい　
⑤松永彰生（支部長）☎0595-21-6388 
☎090-9028-6910

●㉑和歌山県・海南有田支部

楽しく集い花と開く校友会
①田井伸幸（72・文）　
②70名　③2010年　
④緑の風に朝を呼ぶ　 
仰ぐ青空　心は躍る。発
足して未だ10年経たな
い若 し々い支部です。毎年、林家染二師匠を
お招きしてお寺で落語会を開催し、地域の皆
様と親睦を深め、秋には心の講座聴講と古都散
策の小旅行を実施。来年は10周年を迎えます。
ウフフフ楽しみです　
⑤本林秀夫（事務局長）☎090-8986-6075

●⓯奈良県支部

豊富な校友ネットワーク
①上野道善（62・文）　
②248名　③2001年
④毎年5～6月に総会・
講演会など、秋に親睦交
流会を行っています。県
下の多くの古刹名刹に校友がおられ、会場や講
師には事欠きません。他支部との交流も歓迎です
⑤倍巌良明（事務局長）☎090-3267-9929

●❼石川県支部

校友のために何かをしたい
①松浦顕雄（83・文）
②170名　③2011年
④観桜会に始まって、新
卒生の歓迎会、吹奏楽
部の演奏会のお手伝い
や、昨年は現代美術の鑑賞ツアーも行いました。
また、校友の企画するイベントには、ボランティア
として参加しています。気軽に参加して下さい　
⑤松浦顕雄（支部長）☎090-3766-5883

●❾岐阜県支部

同郷の校友達と世代を超えて交流
①坂口祐紹（83・文）　
②1,289名　③1992年
④年に1回の総会･講演
会では、母校の最新情
報や人生の糧になるお
話を聴かせて頂けます。｢三学舎見学ツアー｣
｢奈良文化財巡り｣などの特別行事も随時開催し
ておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい
⑤辻信昭（事務局長）☎058-262-0231

（本願寺岐阜別院内）

●❿滋賀県・中主支部

2018年に設立10周年を迎えます
①福永惠順（52・文）　②100名　③2008年
④設立から10年。牛歩の歩みでしたが、これから
もゆっくりしっかり歩んで参ります。滋賀県野洲市
のごく一部という小さな地域支部です。遠慮なく
連絡ください　
⑤木村優（事務局長）  neidhart.m.k@gmail.com

■地域支部（36支部）

●❶北海道支部

創設1974年！最遠最古の支部です
①海野英爾（69・文） 
②123名　③1976年
④建学の精神「生かされ
ている」真理と感謝、そして

「生かされる社会」の創造
を目指します。会員募集に際しては「得」「徳」
「禿」の三トクを研究中　
⑤石井伸和（事務局長）☎080-3156-8484 

 ipi-ishii@par.odn.ne.jp

●❷東北支部

来年は5周年だよ！全員集合!!
①三浦善詔（67・文）　
②84名　③2014年　
④校友が勤務する企業
の招待が急遽あり、楽天
イーグルスの試合を観戦
しました。今年は皆で応援しに行きましょう！！東北
支部は2019年に5周年を迎えます　
⑤鎌倉公順（事務局長）☎0198-23-4614

●❸東京支部

ハイブリッドな支部活動
①緒方静子（74・営）　
②3,091名（東京・千葉・
埼玉・茨城・栃木・群馬）
③2005年10月（関東
支部発足は1987年）　
④毎月理事会を開き、多様性と緩やかな繋がりを
念頭に活動。年賀会、総会、交流会、女子会、ス
ポーツ全国大会応援などを開催しています
HP（http://www.ryukoku-tokyo.info/）
⑤  koyukai@ryukoku-tokyo.info

●❹神奈川県支部

神奈川にも龍大の縁!!
①越岡孝年（88・法）　
②887名　③2005年
④6月に支部総会、8月
に暑気払い、12月に望
年会を開催。今後はご
近所校友ミーティングも開催の予定です。継続し
た学びを互助できるネットワーク作りをめざします
⑤越岡孝年（支部長）  phst1835@gmail.com
☎03-3201-2751（龍谷大学東京オフィス内）

●❺愛知県支部

行事（懇親会）の多い支部です
①伊藤芳樹（78・営）　
②106名　③2006年
④新春懇親会、支部総
会、ゴルフコンペ、納涼
会、女子会主催バスツ
アー、忘年会と皆様が集まれるイベントを企画し
ています。懇親を深めるチャンスは多いので皆様
のご参加をお待ちしています　
⑤石川清澄（事務局長）

 ryukoku1639@gmail.com

●❻富山県支部
①吉江忠了（71・文了）　②664名　③1982年
⑤篁 暢（事務局長）☎090-3943-7366

特集
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　龍谷大学経済学部同窓会が、11月18日に深草学舎で「第
2回ビジネス・ミーティング」を開催しました。同窓会設立50周
年を迎えた昨年に引き続きの開催で、経済学部卒業生や在
学生、教職員を中心に160名が参加しました。
　第1部基調講演では、本学経済学部卒で、株式会社クマ
ヒラ代表取締役社長の⻆野博司氏による講演『社長の仕事
─今後の龍大生のために─』が行われました。⻆野氏から
は、自らの経験を元に経営者として何を大切にしているか、学
生を含む若い人たちに求めたいことなどが述べられ、参加者
は熱心に耳を傾けました。

　第2部のパネルディスカッションでは、伊達浩憲経済学部長
がコーディネーターとなり、様 な々分野で活躍されている企業
人7名と現役の経済学部生2名がパネラーとしてディスカッシ
ョンを行いました。在学生のパネラーからの質問に対し、企業
人のパネラーが様々なアドバイスやエールを送り、これから社
会に出る学生、社会に出て働く卒業生にとって大変有意義
な機会となりました。
　第3部の懇親会では、卒業生同士で親睦を深めるとともに、
企業人との情報交換や在学生との交流など、会場のあちこち
で様 な々交流が進み、大盛況のうちに会は終了しました。

（竹之内 正臣）

　11月12日、龍谷大学響都ホール 校友会館で「第3
回龍谷大学校友音楽祭」を開催しました。
　出演バンドは黄色いトマトOB会、軽音・ジャズ研OB
会、吹奏楽部OB会、吹奏楽部クラリネットアンサンブルも
ゲスト出演して最高に盛り上がりました。その後、「第２
回卒業生の集い —豪華ディナーパーティー」を京都タ
ワーホテルで開催し、大いに旧交を温めました。今年も
開催しますのでご参加ください。

　11月4日、京都ロイヤルホテル＆スパで、学年やゼ
ミ・クラスの枠を超えた法学部全体の合同同窓会

「第11回リユニオン」を開催し、約90名の参加があり
ました。法学部長の橋口豊先生と名誉教授の上田勝
美先生からは貴重なお話をしていただきました。1
月に京都ロイヤル＆スパが閉館し、次年度以降は会
場が変更となりますが、皆様と交流できるイベント
を企画して参ります。 

　10月28日、龍
谷祭で賑わう瀬
田学舎のＲＥＣ
ホールのレスト
ランにおいて、
同世代の親睦を
深めていただこ
うと、2003年か
ら2006年に卒業
された皆さんに呼び掛けて「卒業生のつどい」を開催
しました。食事やゲームを交えて、懐かしい場所で大
切なひと時を過ごしていただくことができました。
社会学部同窓会では、卒業ゼミ同窓会の取組への支
援なども行っていますので、ぜひホームページをご
覧ください。

経済学部同窓会「第２回ビジネス・ミーティング」法学部同窓会「第11回リユニオン」

社会学部同窓会「卒業生のつどい '03 〜'06」

校友からの便り

「
学
び
あ
い
の
空
間
づ
く
り
」

坂さ

か

も

と本
　
彩あ

や

さ
ん 

95
年
社
会
学
部
卒

校　友
最前線

川か
わ
ぐ
ち口 

智と
も

子こ

さ
ん

12
年
文
学
部
卒

奈
良
盲
ろ
う
者
友
の
会
「
や
ま
と
の
輪
」
で
活
躍

活
動
を
通
し
て

盲
ろ
う
者
の
幸
せ
を
知
る

障
が
い
の
こ
と

　

私
は
盲
ろ
う
者（
弱
視
ろ

う
者
）で
す
。盲
ろ
う
者
の
障

が
い
に
は
、全
盲
ろ
う
者
や

弱
視
ろ
う
者
、全
盲
難
聴
者

や
弱
視
難
聴
者
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
触
手
話

や
指
点
字
や
弱
視
手
話
な
ど

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

　

高
校
卒
業
ま
で
を
ろ
う
学

校
で
過
ご
し
た
川
口
さ
ん
。龍

谷
大
学
で
は
、手
話
サ
ー
ク
ル

に
入
り
、手
話
で
の
交
流
や
筆

談
な
ど
で
多
く
の
人
と
関
わ

り
、近
藤
ゼ
ミ
で
は
オ
ス
マ
ン
ト

ル
コ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
を
研

究
。卒
業
後
は
、仕
事
の
か
た

わ
ら
奈
良
盲
ろ
う
者
友
の
会

「
や
ま
と
の
輪
」で
の
活
動
を

続
け
て
い
ら
っ
し
ゃい
ま
す
。

で
す
。

　

私
の
場
合
は
、
耳
は
全
く

聞
こ
え
ず
目
の
視
野
が
少
し

狭
い
た
め
、
相
手
の
手
話
が

見
え
る
距
離
を
調
整
し
て
行

う
弱
視
手
話
で
、
１
ｍ
ぐ
ら

い
離
れ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
特
に
夜

は
見
え
に
く
く
懐
中
電
灯
で

照
ら
し
た
り
、
友
人
へ
手
引

き
を
お
願
い
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
幼
少
時
は
聴
覚
障
害

だ
け
で
し
た
が
、
中
学
生
の

時
か
ら
徐
々
に
視
野
が
狭
く

な
り
、
網
膜
色
素
変
性
症
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。

盲
ろ
う
者
支
援

　

大
学
卒
業
後
、
仕
事
を

し
な
が
ら
、
生
活
に
困
り
引

き
こ
も
っ
て
い
る
盲
ろ
う
者

を
支
援
す
る
「
や
ま
と
の

輪
」
で
の
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
９
人
の
盲
ろ
う
者

が
い
ま
す
が
、
奈
良
県
内
に

は
３
０
０
人
の
盲
ろ
う
者
が
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
主
な
活
動
は
広
報
啓

発
活
動
、
通
訳
介
助
者
（
盲

ろ
う
者
が
普
通
の
人
と
対
等

に
生
活
す
る
た
め
の
手
助
け

を
す
る
人
）を
育
成
す
る
活

動
で
す
。
盲
ろ
う
者
が
集
ま

っ
て
交
流
し
た
り
、
年
に
３

回
ぐ
ら
い
盲
ろ
う
者
理
解
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り

会
報
を
作
っ
た
り
。
通
訳
介

助
者
や
支
援
者
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
、
予
算
の
た

め
に
県
庁
を
訪
問
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
通
訳
介
助
者
育
成

の
た
め
の
養
成
講
座
で
は
講

師
を
し
て
い
ま
す
。
養
成
講

座
は
、
指
点
字
や
触
手
話
、

手
引
き
の
方
法
を
学
び
修
了

し
た
後
、
盲
ろ
う
者
の
お
出

か
け
や
買
い
物
、
旅
行
の
際
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
や
移
動
の

手
引
き
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

活
動
を
通
し
て

　
「
や
ま
と
の
輪
」
は
他
の
近

畿
圏
の
団
体
に
比
べ
て
盲
ろ
う

者
が
少
な
く
、
会
の

運
営
や
通
訳
者
派
遣

の
予
算
の
要
望
に
な
か

な
か
応
じ
て
く
れ
な
い

の
が
現
実
で
す
。

　

し
か
し
、
会
の
運
営

が
う
ま
く
いっ
て
も
盲

ろ
う
者
が
幸
せ
を
感

じ
な
か
っ
た
ら
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
障
が

い
を
抱
え
て
生
き
る
こ

と
は
と
て
も
大
変
で
す

彩
社
会
福
祉
士
事
務
所
代
表

　

95
年
に
龍
谷
大
学
を
卒
業

し
、
20
年
間
、
知
的
障
害
の

あ
る
方
と
関
わ
る
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
。
12
年
に
社
会

人
入
学
で
大
学
院
に
戻
り
、

働
き
な
が
ら
修
士
論
文
を
書

き
、
17
年
11
月
３
日
、
彩
社

会
福
祉
士
事
務
所
を
設
立
。

「
今
、
ま
だ
、
社
会
に
は

存
在
し
な
い
け
れ
ど
、
大
切

な
こ
と
」
を
、
こ
れ
か
ら
の

私
の
仕
事
に
し
て
い
き
ま

す
。
障
害
の
あ
る
方
と
関
わ

る
中
で
、
社
会
に
必
要
な
も

の
が
〝
な
い
＂
こ
と
を
感
じ

て
き
ま
し
た
。「
大
切
な
の

に
、
な
い
」
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

彩
社
会
福
祉
士
事
務
所
で

は
、「
学
び
あ
い
の
空
間
づ

く
り
」
を
基
本
軸
に
し
て
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
が
、

「
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
学
び
」

を
通
し
て
自
分
を
変
化
さ

せ
、
自
信
を
持
っ
て
生
き
て

い
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

た
か
ら
で
す
。

　

ま
ず
第
１
弾
は
、
京
都
岡

崎
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ンCenci

（
校
友
会
報

81
号
で
紹
介
）
で
、
障
害
の

あ
る
方
とCenci

の
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
相
互

研
修
」
で
し
た
。Cenci

の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
は
私
の
弟

で
、
同
じ
龍
谷
大
学
社
会
学

部
出
身
で
す
。
ま
ず
、
研
修

内
容
や
企
画
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
大
津
市
の
障
害

福
祉
事
業
所
「
瑞
穂
」
か
ら
、

就
労
を
め
ざ
す
４
名
の
障
害

の
あ
る
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
方
は
「
言
葉

だ
け
」
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
伝
わ
り
に
く
い

の
で
、「
客
」
と
し
て
、
本

物
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
姿

を
モ
デ
ル
に
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
シ
ェ
フ
も
本
気

で
作
る
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
、

「
体
感
」「
体
得
」

し
て
も
ら
う
の

で
す
。
そ
し
て

次
に
、
自
分
が

サ
ー
ビ
ス
を
す

る
。

　

ス
タ
ッ
フ
に

は
、
あ
え
て
詳

し
い
障
害
の
説

明
は
せ
ず
、
目

の
前
の
人
を
見

て
、
自
分
の
力

で
理
解
し
伝
わ

る
方
法
を
考
え

る
こ
と
を
狙
い

と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
驚

く
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
り
ま
し
た
。
脳
性
マ

ヒ
で
手
足
を
う
ま
く
動
か
せ

な
い
女
性
に
、
料
理
を
の
せ

た
お
皿
を
、
ス
タ
ッ
フ
が
持

た
せ
た
の
で
す
。ま
さ
か
と
、

私
は
思
い
ま
し
た
。
思
う
よ

う
に
身
体
を
動
か
せ
な
い
女

性
が
、
両
手
で
し
っ
か
り
お

皿
を
持
ち
、
数
歩
あ
る
い
て

お
客
様
の
前
に
お
皿
を
「
ト

ン
」
で
は
な
く
「
ス
ッ
」
と

置
い
た
の
で
す
。
自
分
の
意

志
で
は
思
い
通
り
に
動
き
に

く
い
彼
女
に
と
っ
て
、
そ
れ

が
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
か
、
私

は
彼
女
の
指
先
に
目
を
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス

を
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス
タ

ッ
フ
は
、「
目
の
前
の
お
客

様
の
望
む
こ
と
を
す
る
の
が

仕
事
だ
と
気
付
い
た
」
と
。

「
目
の
前
の
人
を
理
解
し
よ

う
」
と
い
う
相
互
研
修
が
、

言
葉
通
り
の
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
「
学
び
あ
い

の
空
間
」
を
、
あ
ち
こ
ち
に

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

坂本 彩さん

レストランスタッフと一緒に学びあいの空間づくりが進められます

奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」
630-0212 奈良県生駒市辻町875－71

yamatonowa0222@yahoo.co.jp

経営学部同窓会
「第 3 回龍谷大学校友音楽祭」

「第 2 回卒業生の集い」

─ お問合せ先 ─
ayagon4.9@gmail.com 

出演者全員の集合写真
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三重県支部
秋のバス旅行（薬師寺）
　11 月19日、総員 26 名で訪れた
薬師寺。青い空に朱色が美しい荘
厳な伽藍の数々に見とれるばかり。
金堂では法要が行われていました
が、お忙しい公務の合間に村上管主

（校友会会長）が出迎えて下さいま
した。その後、ミシュランガイドで星評
価を得たル・ベンケイで昼食会と、ま
さに靑丹よしを堪能した一日でした。

東京支部
新春文化のつどい
　2 月 2 日校友会東京支部では「新
春文化のつどい―築地寄席」を築
地本願寺振風道場で開催。47 人
の校友たちが参加。龍大出身の落
語家・雷門音助さんのお噺を満喫
しました。
　龍谷大学からは長上副学長にお
越しいただき、ご挨拶いただきま
した。

大阪・中央支部
第 7回本町音楽祭 in北御堂
　10 月14日は現役学生ジャズ研究
会の演奏や卒業生の石黒文野さん
によるギター弾き語り、ベンチャーズ、
ジャズ、ラテン、ロックに歌謡曲とバ
ラエティーに富んだ 6 バンドの演奏の
中、ワンコインでの飲食も楽しみなが
ら賑やかに開催されました。その後
の懇親会では現役学生との交流も図
り、有意義な一日となりました。

大阪・枚方支部
淀川クルーズ
　江戸時代、淀川三十石船の中継
港として栄えた枚方の舟運を蘇ら
せようという「淀川クル－ズ」。
　10 月９日は天候に恵まれ、「毛
馬閘門」を通過する時にはパナマ
運河通過の様な雰囲気を味わいつ
つ、下船後は昼食を食べながらの
懇親。話に花が咲いた楽しい一時
でした。

パナソニックグループ支部
第4回バーベキュー大会
　９月３０日、万博公園で近隣支
部、学部同窓会より１０団体 70 名
が集まり、バーベキュー大会を開
催しました。
　第４回目となると買い出しも段取
りもお手のもの。今回の大会も笑顔
と笑いがあふれる楽しい、楽しい
時間となりました。

福岡県福岡支部
落語会「桂雀三郎さん」
　12 月 22 日、支部設立後初の支
部交流会の中で、桂雀三郎さんに
落語を披露していただきました。
　雀三郎さんには、高座の前に龍
大落研在籍当時のお話も交えて楽
しいお話をしていただき、約 40
名の参加者を大いに楽しませてい
ただきました。

石川県支部
芸術祭鑑賞ツアー
　9 月 23 日、校友が事務局を務め
7 万人以上の来場者がある「奥能
登国際芸術祭珠洲」の鑑賞ツアー
を企画。能登半島の先端に位置す
る珠洲市へは金沢から 2 時間かか
りますが、参加した支部会員は大
いに盛り上がりました。

和歌山県・海南有田支部
心の講座聴講と古都散策
　11月25日、早朝出発のバスの車内
では、明恵上人研究に造詣の深い
郷土史家・川岸先生の講演、薬師
寺クイズなどで楽しく勉強しながら
36 名で薬師寺へ。東塔解体修理の
現場も見せていただき、遥か 1300
年悠久の歴史を体感する1日となり
ました。その後の心の講座の聴講
も支部の恒例事業となりました。

兵庫県・丹篠支部、鳥取県支部
母校見学ツアー（大宮・深草）
　9 月 30 日はそれぞれの支部がバスで母校を訪問。現役の学生さんに案
内してもらい深草キャンパスの変わり様に、一つ一つ「昔の面影はどこ
へいった？」との驚嘆の声が。母校の変化と発展をまぶしく感じる卒業生。
大宮キャンパスに行くと、歴史的な趣に年月が経ってその価値を実感す
る卒業生。久々のキャンパスツアーは懐かしみと刺激が混ざる楽しい時
間でした。

『
た
だ
一
心
に
咲
く
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写真部 ─創部85周年記念OB会─
2018年10月 深草キャンパスにて開催予定。
案内希望者は下記へ 6 月末日までに連絡ください。
〒 573-1103 枚方市楠葉野田 1-12-3 島田 剛敬宛
TEL/FAX 072-850-7349・090-2101-0251
e-mail：s.gookei@gmail.com
サッカー部 ─創部50周年記念行事─
2018年8月12日㈰
行事予定：南大日グランドでOB交流試合、指導者講習会、懇親会
問合せ：宮城 真二宛 TEL 090-4649-6257
e-mail：hide.taka.kazu.sin@gmail.com

 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
創
部
50
周
年

 

祝
賀
会
開
催

　

12
月
３
日
に
大
学
関

係
者
、
指
導
者
、
現
役

学
生
を
含
む
総
勢
70
名

が
集
ま
り
祝
賀
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
創

設
者
で
あ
る
一
期
生
西

川
良
次
さ
ん
が
、
手
作

り
の
ゴ
ー
ル
で
練
習
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
等
、
創
設

当
時
の
活
動
を
振
り
返

っ
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
に
先

立
ち
同
日
に
実
施
し
た

交
流
戦
に
は
、
50
周
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
多

く
の
OB・OG
が
集
ま
り
、

現
役
や
若
手
に
混
っ
て
、

往
年
の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー

も
果
敢
に
シュー
ト
を
放

つ
な
ど
、
変
わ
ら
ぬ
闘

志
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
50
周
年
記
念

行
事
に
よ
り
、
現
役
学
生
と
の
距
離
が
一
層
縮
ま
り

ま
し
た
。
今
後
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
一
丸
と
な
っ
て
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
副
部
長　

原 

朝
陽
）

 

吹
奏
楽
部
OB
会

　

11
月
の
龍
谷
大
学
校
友
音
楽
祭
（
龍
谷
大
学
響

都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
）
で
は
、
OB
・
OG
に
加
え
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
受
賞
の
現
役
生
と
コ
ラ
ボ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。圧
巻
は「
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
メ
ド
レ
ー
」。

20
年
来
、
吹
奏
楽

部
で
演
奏
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
現

役
時
代
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
楽
し

く
演
奏
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
吹

奏
楽
部
が
発
展
し

続
け
る
よ
う
、
OB

会
と
の
交
流
を
深

め
、
現
役
生
を
暖

か
く
応
援
し
て
い

き
ま
す
。

〈 

OB
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

〉

　
18
年
度
で
吹
奏
楽
部
創
部
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

過
去
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
Ｃ
Ｄ
・
D
V
D
・
記
念
誌

の
制
作
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
栗
田 

雅
文
）

OB会のご案内

 

校
友
の
著
書
（
新
刊
案
内
）

2018年度上半期龍谷大学校友会行事（予定） 龍谷大学校友会スケジュール → http://www.ryukoku.ac.jp/alumni/event/index.html
日　程 区　分 イベント内容 場　所

４月１日（日） 大学・大学院・短大 入学式 ( 文・済・営・法・政・国・各研究科・短大） 深草キャンパス
４月２日（月） 大学・大学院 入学式（理工・社・農） 瀬田キャンパス
４月７日（土） 大学・校友会本部 新入生ふるさとタイム 深草キャンパス
４月１８日（水） 教誨師・篤志面接委員（桐友会） 総会・第 1 回研修会・懇親会 大阪市・大阪弁護士会館
４月２８日（土） 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 龍谷大学響都ホール 校友会館
５月１２日（土） 和歌山県・海南有田支部 林家染二落語会 有田市・心光寺
５月２０日（日） 阪神支部 龍谷大学「心の講座 in 神戸」・総会・懇親会 神戸市・コープこうべ生活文化センター
５月２１日（月） 校友会本部 校友会賞授与式 深草キャンパス顕真館
５月２１日（月） 大学 創立記念降誕会 深草キャンパス
５月２４日（木） 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 龍谷大学響都ホール 校友会館
５月２６日（土） 東京支部 総会・講演会・懇親会 東京・築地本願寺
５月２６日（土） 大阪・中央支部 支部設立 15 周年記念事業 大阪市・本願寺津村別院
５月２６日（土） 島根県支部 総会・講演会・懇親会 未定
５月２７日（日) 大阪・北大阪支部 総会・講演会・懇親会 高槻市・総合市民交流センター（予定）
５月 北海道支部、奈良県支部、寝屋川市役所支部（紫友会）総会・懇親会 未定
５月下旬 和歌山県・海南有田支部 総会・講演会・懇親会 湯浅町・かどや食堂（予定）
６月初旬 神奈川県支部 総会・講演会・懇親会 横浜市・未定
６月２日（土） 愛知県支部 総会・講演会・懇親会 名古屋市・ウインクあいち
６月２日（土） 高知県支部 総会・講演会・懇親会 未定
６月３日（日） 三重県支部 総会・懇親会 津市・ホテルグリーンパーク津
６月９日（土） 広島県支部 支部設立３０周年記念事業「心の講座 in 広島」 広島市・本願寺広島別院
６月１０日（日） パナソニックグループ支部（紫松会） 阪神タイガース試合観戦ツアー 西宮市・阪神甲子園球場
６月２２日（金） 福岡県・北豊支部 総会・講演会・懇親会 北九州市・小倉飯店
６月２２日（金） 士業・専門職グループ支部（龍志会） 総会・懇親会 深草キャンパス
６月２３日（土） 東北支部　 総会・講演会・懇親会 仙台市・本願寺仙台別院
６月２３日（土） 北カリフォルニア支部 龍 Ron 小町イベント「女子会ヨガ」 バークレー・浄土真宗センター
６月２４日（日） 大阪・枚方支部 総会・懇親会 枚方市・枚方市民会館他
６月３０日（土） 兵庫県・丹篠支部 総会・懇親会 篠山市・ホロンピアホテル（予定）
６月下旬 鳥取県支部 総会・講演会・懇親会 米子市・未定

日　程 区　分 イベント内容 場　所
６月 香川県支部 総会・懇親会 丸亀市または琴平町
６月 宮崎県支部 総会・講演会・懇親会 宮崎市・本願寺宮崎別院
６月 京都市支部、福岡県福岡支部 総会・懇親会 未定
７月７日（土） 兵庫県・神明支部 総会・懇親会 明石市・ホテルキャッスルプラザ
７月７日（土） 山口県支部 支部設立３０周年記念事業「心の講座 in 山口」他 山口市・本願寺山口別院、山口グランドホテル
７月７日（土） 職業会計人グループ（RAS) 総会・実務研修会・意見交換会・業務別説明会・現役生との交流会 深草キャンパス
７月１４日（土） 岐阜県支部 総会・講演会・懇親会 岐阜市・ホテルグランヴェール岐山
７月１６日（月・祝） 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 龍谷大学響都ホール 校友会館
７月２１日（土） 岡山県支部 総会・懇親会 久本汽船瀬戸内クルーズ
７月２８日（土） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 総会・研究会 深草キャンパス至心館
７月２８日（土）・２９日（日） 大阪・北大阪支部 茨木フェスティバル 茨木市・市民グランド
７月 鹿児島県支部、福井県支部 総会・懇親会 未定
７月～８月 大分県支部 総会・講演会・懇親会 別府市・別府亀の井ホテル
８月１９日（日） 大阪・中央支部 キッズサンガ工作教室 大阪市・本願寺津村別院
８月２５日（土） 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 深草キャンパス顕真館
８月２９日（水）・３０日（木） 教誨師・篤志面接委員（桐友会） 施設参観・第 2 回研修会 浜田市・島根あさひ社会復帰促進センター
８月３１日（金） 熊本県支部 総会・懇親会 熊本市・熊本ホテルキャッスル
８月３１日（金） 校友会本部 全国校友大会 in 熊本 熊本市・熊本ホテルキャッスル
９月１日（土） 校友会本部 全国校友大会 in 熊本・全国支部長会 熊本市・ホテル熊本テルサ
９月２日（日） 鹿児島県支部 支部設立 35 周年記念事業 鹿児島市・本願寺鹿児島別院
９月８日（土） 兵庫県・姫路支部 総会・講演会・懇親会 姫路市・姫路キヤッスルグランヴィリオホテル
９月１４日（金） 士業・専門職グループ支部（龍志会） 士業ミーティングフォーラム 深草キャンパス
９月２９日（土） 石川県支部 総会・落語会・懇親会 金沢市・金沢ニューグランドホテル
９月２９日（土） パナソニックグループ支部（紫松会） バーベキュー大会 未定
９月 鳥取県支部 龍谷ツアー（大宮・深草・瀬田キャンパス巡り） 京都市内・大津市内
１０月１３日（土） 大阪・中央支部 本町音楽祭 大阪市・本願寺津村別院
１０月２０日（土） 法曹支部 総会・懇親会 深草キャンパス和顔館
１０月２０日（土） 南カリフォルニア支部　 会員物故者追悼法要 ガーデナシティ・ガーデナ仏教会本堂
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な
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
仏
教
が
本
来
、
は
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割

が
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

仏
教
や
お
寺
と
言
う
と
、

多
く
の
人
は
葬
式
や
年
忌
法

要
な
ど
の
習
俗
と
し
て
の
仏

教
を
連
想
し
ま
す
。し
か
し
、

人
間
が
生
き
る
う
え
で
真
に

大
切
な
も
の
は
何
か
と
い
う

こ
と
を
追
い
求
め
る
「
生
き

方
と
し
て
の
仏
教
」
―
―
こ

れ
こ
そ
、
龍
谷
大
学
が
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。（
談
）

茨
木
市
駅
か
ら
阪
急
本
通

商
店
街
を
歩
い
て
５
分
の
と

こ
ろ
に
、
三
代
目
の
浅
川
和

彦
さ
ん（
94
年
社
会
学
部
卒
）

が
切
り
盛
り
す

る
「
成
田
家
」

は
あ
り
ま
す
。

創
業
は
昭

和
36
年
。
祖
母

が
営
ん
で
い

た
食
堂
か
ら

始
ま
り
、
昭

和
51
年
に
三

階
建
て
に
改

築
し
、
手
頃
な

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
宴
会
・
商
談

で
使
え
る
懐
石
料

理
、仕
出
し
ま
で
、

用
途
に
合
わ
せ
て

利
用
で
き
る
お
店

に
な
り
ま
し
た
。

浅
川
さ
ん
は
、

新
設
２
年
目
の
瀬

田
学
舎
が
琵
琶
湖
の
近
く
に

あ
る
と
知
り
入
学
し
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
な
に
げ
な

く
テ
レ
ビ
で
見
た
ボ
ー
ト
競

技
が
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
で

初
心
者
で
も
始
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ

り
ま
し
た
。
端
艇
部
で
の

合
宿
生
活
は
ま
さ
し
く
青

春
。
練
習
に
励
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
唐
橋
や
石
山
寺
の

料
亭
で
調
理
の
ア
ル
バ

イ
ト
、
さ
ら
に
有
志
で

手
話
サ
ー
ク
ル
を
つ
く

り
、
長
上
深
雪
先
生
の

ゼ
ミ
も
真
剣
に
取
り
組

ん
だ
そ
う
で
す
。

卒
業
後
は
成
田
家
の

仏
教
に
学
ぶ

龍谷大学学長

入澤　崇

編
集
後
記

成田家

　

昨
年
、
私
に
と
っ
て
興
味

深
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
障
が
い
の
あ
る
学
生
と

彼
ら
を
支
援
す
る
学
生
が
、

一
緒
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

い
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。

あ
る
女
子
学
生
が
、
聴
覚
障

が
い
の
あ
る
学
生
の
た
め
に

授
業
に
出
て
、
ノ
ー
ト
テ
イ

ク
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

大
変
な
作
業
な
の
で
す
。で
、

そ
の
女
子
学
生
が
「
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
は
楽
し
い
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
彼
女
は

意
気
込
む
こ
と
な
く
、「
何

か
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
嬉

し
い
。
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

や
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
ご
く

自
然
に
会
場
に
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
言
葉

に
彼
女
は
龍
谷
大
学
の
建
学

の
精
神
を
体
現
し
て
い
る
と

胸
を
う
た
れ
ま
し
た
。

「
如
実
知
見
」
と
い
う
教
え

　

私
が
「
仏
教
の
思
想
」

と
い
う
、
１
年
生
の
必
修

科
目
を
担
当
し
て
い
た
と

き
、
最
初
の
授
業
で
黒
板
に

「
如に

ょ

実じ
つ

知ち

見け
ん

」
と
書
く
こ
と

に
し
て
い
ま
し
た
。
も
の
事

を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
と
い

う
の
が
、「
如
実
知
見
」
で

す
。
こ
の
言
葉
を
、
知
識
と

し
て
憶
え
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
言
葉
が
指
し
示
す
内

容
、
も
の
の
見
方
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
学
生
た
ち
に
伝
え

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
教
は
、
も

の
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る

こ
と
を
説
き
ま
す
が
、
逆
に

言
え
ば
、
私
た
ち
は
あ
る
が

ま
ま
に
見
て
い
な
い
の
だ

と
。
私
た
ち
は
先
入
観
、
偏

見
と
い
っ
た
色
メ
ガ
ネ
を
通

し
て
、
も
の
事
を
見
て
い
る

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
例
え

ば
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
た
ず

ね
る
と
、
テ
ロ
を
起
こ
す
こ

わ
い
宗
教
だ
と
、
異
口
同
音

に
答
え
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
先

入
観
、
偏
見
で
し
か
見
て
い

な
い
。

　

次
に
自
分
の
身
の
ま
わ
り

の
人
間
関
係
に
あ
て
は
め
る

と
、
何
か
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る

こ
と
が
多
い
と
言
い
ま
す
。

原
因
は
相
手
に
対
す
る
先
入

観
や
、
周
囲
の
噂
に
よ
る
も

の
が
多
い
。
そ
う
い
う
こ
と

が
日
常
的
に
多
発
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
あ
る
が
ま
ま

に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
る
問
題
が
、
い
く
つ
も

あ
る
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
「
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
」

こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ

う
か
。
私
た

ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
ま

ず
事
実
を
知

っ
て
い
く
こ

と
で
す
。
例

え
ば
人
間
。

私
た
ち
は
、

死
す
べ
き
存

在
で
す
。
誰

も
が
平
等

に
「
い
の
ち
」

が
尽
き
、
死

を
迎
え
て
い

く
。
こ
の
生

死
の
レ
ベ
ル

で
も
の
事
を
見
る
の
で
す
。

死
と
い
う
と
、
誰
も
が
遠
ざ

け
ま
す
ね
。
で
も
、
そ
の
事

実
か
ら
出
発
し
て
、
自
分
自

身
や
も
の
事
を
見
て
い
く
。

生
と
死
は
、
言
う
な
れ
ば
紙

の
表
と
裏
で
す
。
表
だ
け
の

紙
な
ど
、
ど
こ
を
探
し
て
も

あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
に
私
た

ち
は
、
表
だ
け
し
か
見
て
い

な
い
。
人
生
の
あ
り
よ
う
を

正
し
く
認
識
で
き
て
い
な

い
。
だ
か
ら
、
自
分
が
一
人

で
生
き
て
い
る
よ
う
に
錯
覚

し
て
、
周
囲
の
多
く
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
生
き
て
い
る

と
い
う
事
実
す
ら
見
え
な
い

の
で
す
。

本
来
の
仏
教
の

役
割
こ
そ

　

自
己
と
他
者
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
と
き
、
他
者
に
私

は
支
え
ら
れ
て
い
る
、
そ
し

て
自
ら
が
他
者
に
貢
献
す
る

―
―
そ
う
い
う
生
き
方
を
、

深
く
教
え
て
く
れ
る
の
が
、

仏
教
で
す
。

　

先
日
、あ
る
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
の
社
長
さ
ん
と
話
す
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
、

い
ま
は
科
学
技
術
が
加
速
度

的
に
進
化
し
て
い
る
。
社
会

が
大
き
く
変
動
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
心
の
領
域
、
そ
し
て
も

の
の
見
方
が
非
常
に
重
要
に

「
生
き
方
と
し
て
の
仏
教
」

な り た や

料
理
長
の
下
で
経
験
を
積
む

な
か
、
平
成
８
年
に
父
親
が

他
界
す
る
な
ど
、
厳
し
い
時

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
４
年

前
に
料
理
長
に
就
き
、
現
在

は
親
方
（
前
料
理
長
）
の
故

郷
で
あ
る
高
知
県
か
ら
届
く

新
鮮
な
魚
が
食
材
の
中
心
で

す
。旬
席（
季
節
の
懐
石
コ
ー

ス
）
を
メ
イ
ン
に
、
お
祝
い

事
な
ど
の
特
別
な
日
に
利
用

十
八
番
の
「
河
豚
鍋
」
を
披

露
す
る
こ
と
も
。
現
在
挑
戦

し
て
い
る
の
は
江
戸
時
代
の

料
理
。
地
元
の
歴
史
を
紹
介

し
、
参
勤
交
代
で
も
て
な
し

た
お
膳
を
現
代
に
よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
で
地
域
お
こ
し

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

成
田
家
は
「
三
方
よ
し
」

（
売
り
手
よ

し
、
買
い
手

よ
し
、
世
間

よ
し
）
を
経

営
理
念
と
し
、

地
元
に
愛
さ

れ
る
お
店
づ

く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
「
校
友
会
報
」創
刊
50
周
年

を
機
に
、前
号
か
ら
新
た
な
紙

面
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。

　

今
号
は
、４
・５
面
の
見
開

き
を
使
っ
て
、龍
谷
大
学
校
友

会
支
部
を
一
挙
に
紹
介
し
ま
し

た
。こ
れ
を
企
画
し
た
と
き
、

各
支
部
か
ら
掲
載
用
の
写
真

と
原
稿
が
送
ら
れ
て
く
る
の
か

と
不
安
で
し
た
が
、各
支
部
か

ら
は「
こ
ん
な
企
画
が
欲
し
か
っ

た
」と
積
極
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

ど
ん
ど
ん
届
き
、ご
覧
の
よ
う

な
紙
面
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。各
支
部
の
ご
協
力
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
た
な
試
み
と
し

て
、会
報
の
顔
で
あ
る
１
面
ト
ッ

プ
記
事「
全
国
校
友
大
会
」の

見
出
し
に
、初
め
て
イ
ラ
ス
ト
を

入
れ
ま
し
た
。「
会
報
が
軽
く

な
っ
た
」と
の
批
判
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、あ
え
て
イ

ラ
ス
ト
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
少
し
で
も
校
友
大
会
が
身

近
で
、楽
し
い
催
し
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

最
後
に
、６・８
面
で
の「
障

害
」の
表
記
で
す
が
、「
害
」の

文
字
に
反
発
や
抵
抗
が
あ
り

「
障
が
い
」や「
障
碍
」を
使
用

す
る
人
も
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

龍
谷
大
学
で
は「
障
が
い
」を
使

用
し
て
い
ま
す
。　
　

　

今
号
の「
校
友
の
便
り
」は
、

ご
本
人
の
希
望
も
あ
っ
て
、編

集
会
議
で
原
文
の
ま
ま
掲
載

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。そ

の
点
を
汲
ん
で
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。　
（
米
田
）

す
る
お
客
様
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
中
で
も
自
家

製
の
土
佐
醤
油
で
い
た
だ
く

お
造
り
は
格
別
で
す
。
ど
の

料
理
も
素
材
を
生
か
す
こ
と

に
心
を
配
っ
て
調
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
落
研
の
学
生
な
ど

を
呼
ん
で
催
す
年
４
回
の
落

語
会
で
は
、
浅
川
さ
ん
自
ら

高
知
県
か
ら
直
送
の

新
鮮
な
旬
の
素
材
を
生
か
し
た

日
本
料
理

日本料理  成田家
〒 567-0817　大阪府茨木市別院町３－19
阪急京都線茨木市駅から徒歩 5 分
TEL 0120-22-7273
営業時間　11:00～14:00(L.O.13:30)　17:00～22:00(L.O.21:00)
定休日　水曜日
http://ibaraki-naritaya.com

日本料理

浅川和彦さん

成田家の店頭

季節の懐石コース

好評の〝お造り＂

2 階は全 26 席、3階は40名まで

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

会
報
85
号
「W

ho's W
ho

」

の
文
中
で
紹
介
し
た
小
山
善

史
さ
ん
の
お
名
前
が
間
違
っ

て
お
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

入澤学長による基調講演

チーム・ノーマライゼーションの学生にむけて「利他の精神とシルクロード」について講演をされる入澤学長

共生のキャンパスづくりシンポジウムの様子

職業会計人グループ
（RAS）
日商簿記検定講習会
開催のご案内
深草キャンパスにて
4月14日㈯から開催予定。
＊卒業生も受講可能。
詳しくは HP にて。
http://www.ryukoku.ac.jp/ras/

入
澤 

崇（
い
り
さ
わ 

た
か
し
）

55
年
広
島
県
因
島
生
ま
れ
。龍
谷
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。90
年
龍
谷

大
学
文
学
部
仏
教
学
科
に
着
任
。ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟

壁
画
の
復
元
事
業
や
数
多
く
の
仏
教
遺
跡
調
査
に

従
事
。04
年
か
ら
5
年
間
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
仏
教
遺

跡
調
査
隊
の
隊
長
を
務
め
る
。龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館
長
、文
学
部
長
を
経
て
、17
年
4
月
に
学
長
就
任
。

専
門
は
仏
教
文
化
学（
ア
ジ
ア
各
地
域
に
お
け
る
仏

教
の
受
容
と
変
容
を
研
究
）。「
仏
教
は
果
た
し
て
西

に
ど
こ
ま
で
広
ま
っ
た
か
」と
い
っ
た
国
際
的
な
テ
ー

マ
で
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
、学
長
と
し
て
大
学
経

営
の
第
一
線
で
活
躍
。仏
教
の
教
え
で
あ
る
利
他
の

精
神
を
育
む
教
育
の
推
進
を
第
一
に
掲
げ
る
。広
島

県
尾
道
市
因
島
善
行
寺
住
職
。


